
子供も教職員も保護者も地域も『幸せ』な学校を目指します！ 

 

 

 

 

「笑」「幸」「新」  

校 長  小 池 智 彦 

 新年あけましておめでとうございます。今年一年が、向山小学校に通う子供たちと保護者・

地域の皆様にとって素晴らしい１年になりますことを心からお祈り申し上げます。また、本年

も向山小学校へのご支援とご協力をよろしくお願いいたします。 

  

昨年は、コロナ禍に見舞われた 1 年でした。昨年度を象徴する漢字は「密」「禍」「病」でし

た。そして、今年もおそらく引き続き様々な制約の中での学校生活を続けていくことになると

予想しています。新年早々、緊急事態宣言も出されました。新年とはいえ、心は重いです。 

 しかし子供たちの心はそうでもないようです。ある会社が小学生を対象に行った意識調査で、

子供たちが選んだ漢字の上位 3 つは、冒頭の「笑」「幸」「新」だったそうです。「笑」を選ん

だ理由は、「コロナでも笑顔で頑張れた。」「友達や家族といっぱい笑った。」からだそうです。

「幸」については、「学校に行ける幸せを感じた。」「家族と過ごす時間が幸せ。」、「新」につい

ては「コロナで新しい生活に。」「新しい世界や楽しみを味わった。」という理由を挙げていま

す。主催した会社の担当者は「コロナ禍でも柔軟に新しい楽しみや幸せを見つける子供の姿に、

未来への希望を感じた。」と話しているそうです。 

 子供だから、現実の厳しさが分からなくて当然だ…、と済ませてしまえばそれまでですが、

私は、むしろ厳しい現実の中でも心のしなやかさや柔らかさを発揮できる子供たちはすごいな

あ、羨ましいなあと、正直、思っています。 

 年末に見た某ファストフード店の CM を思い出します。買い物帰りの父と娘の会話です。 

父「今年は何もできなかったなあ…。」 

娘「絵本いっぱい読んだじゃない。」 

父「そうだなあ。」 

娘「ママとも、いっぱい、おしゃべりできたし。」 

父「だな…。」 

娘「ゆきは、楽しかったよ！」 

父「パパも、楽しかったです！」 

 コロナ禍（？）をぼやく父親が、娘の元気づけるような言葉に諭され、思わず敬語で応えて

しまうという、何とも心温まるものでした。子供の心の柔らかさを象徴しているようでした。 

 もうすぐ東日本大震災から 10 年が経ちます。大切な人が突然いなくなった喪失感と絶望感。

直接ではなくても私たちは体験しました。もし、明日、突然家族との別れが来たとしたら…。   

家族とのたわいもない会話。つまらないことで笑ったり、時には喧嘩をしたり。そういう日

常がどれだけ大切なのかを想像することはできると思います。 

自粛生活が今年も続くとは思いますが、日常の中に幸せを感じ取れる心をもちたいものです。 

「ありふれた毎日が 懐かしくなるほど くすぶり沈む夜に揺れる 花を見つめていた」 

（カナリヤ/米津玄師） 
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向山小学校の教育目標：○やりぬく子 ○思いやりのある子 ◎よく考える子 

 



  

８日（金） 始業式 特別時程 

安全指導日  

９日（土） 土曜授業日  

席書会５・６年 

１１日（月） 成人の日 

１２日（火） 計測６年 

１３日（水） 計測３年  

１４日（木） 避難訓練 

15日（金） 計測１年 向山スクール 

１８日（月） 計測５年 

１９日（火） 計測４年 アート給食 

２０日（水） 計測２年   

２１日（木） 避難訓練予備日  

２２日（金） 開校６０周年記念展覧会 

2３日（土） 土曜授業日  

開校６０周年記念展覧会 

２８日（木） 特別時程 

２９日（金） 児童集会 向山スクール 

  

 ＜２月の予定＞ 

１日（月） 校内書き初め展始 

２日（火） 特別時程 

３日（水） 安全指導日 

４日（木） 新１年生保護者会 

  

＊行事等は、感染防止のために中止となることがあり

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生 活 目 標 「健康に注意し、体をきたえよう」 

あいさつ目標  「まちがいは、すなおな気持ちで 

『ごめんなさい』」 

保 健 目 標 「冬を元気にすごそう」 

給 食 目 標 「食べ物を大切にしましょう」 

開校 60周年記念展覧会  

 １月２２日（金）、２３日（土）に展覧会を開催し

ます。今年度はコロナウィルス感染防止をしつつ、ど

んな方法なら開催できるかを検討するところからの

スタートでした。授業内容も試行錯誤の連続で、例年

なら問題なくできる活動を縮小せざるを得ませんで

した。校舎内での開催、時間を区切っての鑑賞にご協

力いただき、ありがとうございます。また、今回は児

童との接触を避けるため、職員の勤務時間外での開催

となり、ＰＴＡ役員の皆様に受付をお願いしていま

す。本当にありがとうございます。 

不自由な中ではありますが、児童は図画工作科の目

標の一つである「つくりだす喜びを味わう」という言

葉そのままに、材料と関わりながら作品をつくってき

ました。学校ホームページには６月からの制作の様子

を掲載しています。作品と併せてご覧ください。  

児童にとって実りある行事になりますよう、鑑賞後

は作品についてご家庭で話題にし、ぜひ称賛の言葉を

お掛けください。 

図画工作専科 

校内書き初め展について    

２月１日(月)から、各教室の廊下に子供たちの

書き初めが展示されます。１・２年生は硬筆、３

年生以上は毛筆の作品です。 

書写の授業においては、「正しい姿勢で」「一

字一字、集中して書く」といった心構えのもと、

各学年のめあてを意識して学習しています。納得

がいくまで書いたり、集中を途切れさせず書いた

りすることは、自分と向き合う良い機会です。丁

寧に心をこめて書いた美しい文字を見ながら、子

供たちは毎年自分の成長を感じることでしょう。 

２月７日（日）まで緊急事態宣言が発出されて

いるため、保護者の方々のご鑑賞につきましては、

２月号で詳細をお知らせします。よろしくお願い

いたします。 

国語部 

１月行事予定 

        お知らせ 
＊１月９日（土）に予定されていた学校公開は、中止と

させていただきます。 

＊３月の保護者会は、学年ごとに体育館で行う予定で

す。詳細は、後日お知らせいたします。 

    １年・・・２月２５日（木） 

    ２年・・・３月 ２日（火） 

    ３年・・・２月２６日（金） 

    ４年・・・３月 １日（月） 

    ５年・・・３月 ４日（木） 

    ６年・・・３月 ５日（金）     の予定です。 

＊今年度は、新型コロナウィルス感染防止のため、練

馬美術館で例年行われている練馬区連合展覧会・練

馬区連合書き初め展は中止になりました。学年ごと

に選ばれた代表児童作品は、２月以降に校内に掲示

します。 

◎図工作品・・・・２階渡り廊下 

◎書き初め作品・・職員室前廊下 

 


